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＜バージョンアップ概要＞

今回のバージョンアップは、主に令和8年分の年末調整の帳票対応を行いました。

＜バージョンアップ詳細＞

○年末調整手続き

１．年末調整作成・年末調整入力

・扶養者の名前の登録がない場合、扶養人数として計上しないよう修正しました。

２．扶養控除申告書

・令和9年分　給与所得者の扶養控除等（異動）申告書の印刷に対応しました。

＜帳票イメージ＞

・令和9年分　簡易な扶養控除申告書対応様式の印刷に対応しました。

＜帳票イメージ＞



３．保険料控除申告書

・令和8年分　給与所得者の保険料控除申告書の印刷に対応しました。

　※令和9年分については令和8年9月25日現在、国税庁HPに発表されていないため未対応です。

　　令和9年分の印刷指示をしても令和8年分が印刷されます。

＜帳票イメージ＞

４．配偶者控除等申告書

・令和8年分　給与所得者の基礎控除申告書 兼 給与所得者の配偶者控除等申告書 兼

　給与所得者の特定親族特別控除申告書 兼　所得金額調整控除申告書の印刷に対応しました。

　※令和9年分については令和8年9月25日現在、国税庁HPに発表されていないため未対応です。

　　令和9年分の印刷指示をしても令和8年分が印刷されます。

＜帳票イメージ＞



○事業所

１．給与体系

・社保日数区分に「6:暦日または所定日数－欠勤日数」を追加しました。

　算出方法は、社会保険では欠勤無しの場合は暦日、欠勤有りの場合は所定日数－欠勤日数

　雇用保険では欠勤の有無にかかわらず所定日数－欠勤日数となります。

　これに伴い、内部データとして基礎日数（雇用）を追加しました。

　今回のバージョンアップにより過去データの基礎日数（雇用）には、既存の基礎日数（社保）が

　初期値としてセットされます。

　＜各画面への影響について＞

　　・給与/賞与入力

　　　　社保日数区分「6」を使用する場合、所定日数－欠勤日数の計算を行うため

　　　　予め項目定義の勤怠項目に項目種類「欠勤日数」の項目を設定しておく必要があります。

　　・退社情報＞離職票情報、育児休暇情報＞休業開始時賃金月額証明書、

　　　介護休業情報＞休業開始時賃金月額証明書情報

　　　　計算ボタンで自動表示される支払対象期間日数は以下のようになります。

　　　　【賃金データ取得区分が「0:給与」の場合】

　　　　　社保日数区分「6」　　：基礎日数（雇用）

　　　　　社保日数区分「6」以外：基礎日数（社保）

　　　　【賃金データ取得区分が「1:個人別賃金」の場合】

　　　　　社保日数区分にかかわらず基礎日数（雇用）

○社員

１．社員給与情報

・扶養者数欄のR07・R08をR08・R09に変更しました。

　※今回のバージョンアップでR08の扶養者数がR09に複写されます。

＜画面イメージ＞

２．項目指定一覧入力

・扶養者数の入力パターンのR07年・R08年をR08年・R09年に変更しました。

＜画面イメージ＞



３．社員データインポート

・扶養者欄更新年の令和07年・令和08年を令和08年・令和09年に変更しました。

＜画面イメージ＞

４．社員データエクスポート

・項目選択の扶養人数R07・R08をR08・R09に変更しました。

５．社員情報一覧表

・年少扶養数の令和7・令和8を令和8・令和9に変更しました。

＜帳票イメージ＞

６．個人別賃金入力

・入力画面に「基礎日数（雇用）」を追加しました。

７．資格確認書回収不能届

・被保険者証回収不能届からの切替に対応しました。


